
自宅からでも使える図書館
～リモートアクセスの方法～



自宅等大学の外からでも図書館の電子コンテ
ンツを利用できる方法を知る。

本セミナーの目的



1. 学認を用いたリモートアクセス

2. Google CASAを用いたリモートアクセス

3. VPN接続を用いたリモートアクセス

本セミナーの構成



学認とは？

電子コンテンツを提供する出版社等と、それを利用す
る大学機関との相互が連携して作り上げている認証シ
ステム。
総合情報処理センターのID・パスワードを使用します。

学認を用いたリモートアクセス



学認を使用できるデータベース等一覧

• CiNii Articles（国内文献を検索できるデータベース）

• CiNii Books（国内大学図書館の所蔵資料を検索できるデータベース）

• Science Direct（Elsevier社のフルテキストデータベース）

• Springer Link（Springer社のフルテキストデータベース）

• EBSCO host（ERIC等の文献情報データベース）

• Web of Science（文献情報データベース）

• Japan Knowledge（辞書・事典サイト）

• Maruzen eBook Library（電子ブック配信サービス）

学認を用いたリモートアクセス









「琉球大学」を選択して、
ログインをクリックします。



総合情報処理センターのID・パスワードを入力します。



琉球大学所属という情報を国立情報学研究所に渡
しても良いか、次回以降も確認が必要かどうかを
問われています。





学外からアクセス



「首里城」というキーワードを
入力して検索します。

学外からアクセス



学外からアクセス



タイトルをクリックします。

学外からアクセス



図書の詳細画面に移ります。
この図書を所蔵している図書館の一覧が表示されます。

学外からアクセス



五十音順で並んでいます。

学外からアクセス



こちらから絞り込みができます。

学外からアクセス



「沖縄」を選択して絞り込みます。

学外からアクセス



学外からアクセス



「首里城」で検索します。

学認ログイン中



タイトルをクリックします。

学認ログイン中



琉球大学が一番上に表示されます。

学認ログイン中



「OPAC」のボタンをクリックします。

学認ログイン中



琉球大学図書館の蔵書検索に移動しますので、
利用可能かどうか確認することができます。



「日本の論文をさがす」をクリックします。





学外からアクセス



学認ログイン中

表示されるアイコンが増えています。



学外からアクセス



学認ログイン中

表示されるアイコンが増えています。



学認ログイン中

この論文を掲載している雑誌が琉大図書館に
あるかどうか検索できます。



自動的に雑誌の情報を入力して検索されます。



学認ログイン中

この論文がネット上で利用可能かどうか調べることができます。



論文の情報が自動で検索されます。



電子ブックを読むことができる配信サービスです。

https://elib.maruzen.co.jp/

へアクセスしてみましょう。

Maruzen eBook Library

https://elib.maruzen.co.jp/


「学認アカウントをお持ちの方はこちら」
をクリックします。



「琉球大学」を選択して、
「選択」をクリックします。



総合情報処理センターのID・パスワードを入力します。



琉球大学所属という情報を丸善雄松堂株式会社に
渡しても良いか、次回以降も確認が必要かどうか
を問われています。



認証に成功すると「Maruzen eBook Library」に
アクセスすることができます。



「閲覧」をクリックします。



電子ブックを読むことができます。



Maruzen eBook Libraryでは、シラバス掲載
図書や語学学習書、英語多読、就職活動
対策本を中心に、約1,300タイトルを購読
しています。
2021年1月31年までは試読サービス期間と
して、約80,000タイトルを閲覧・試読す
ることができます。
この機会にいろいろな本を電子ブックで
読んでみましょう！

【2021年1月31日まで読み放題】
電子ブックで読んでみよう！



学内ネットワーク上でGoogle Scholarへアクセスすると、ご自身の

端末と所属機関が紐づけされます。

その後同じ端末で学外からGoogle Scholarへアクセスすると、図書

館が購読している電子ジャーナルなどにアクセスできるようにな

ります。

Google CASAを用いたリモートアクセス





今回検索する論文

タイトル：New fish assemblages from the Middle Permian 

from the Guadalupe Mountains, West Texas, USA

雑誌名：Palaeoworld

巻号：29巻2号

頁数：239-256

Google CASAを用いたリモートアクセス



まず最初に、学外からGoogle Scholarへアクセスして論文を
検索してみるとどう見えるか試してみましょう。



論文タイトルで検索します。

学外からアクセス



ヒットした論文のタイトルをクリックします。

学外からアクセス



論文が掲載されているデータベースや出版社のサイトが表示されます。 学外からアクセス



本文を読むことができません。

学外からアクセス



「Get Access」をクリックしてみます。

学外からアクセス



購入又はログインへの案内が表示されます。

学外からアクセス



お次は、学内からGoogle Scholarへアクセスして論文を
検索してみるとどう見えるか試してみます。



学内からアクセス

ヒットした論文のタイトルをクリックします。



学内からアクセス

下にスクロールすると本文を読むことができます。



学内からアクセス



学内からアクセス

「Download PDF」をクリックします。



学内からアクセス

「Download this article」をクリックすると
論文をダウンロードできます。



それでは、先ほど一度学内からGoogle Scholarへアクセスしましたので、
そのあと学外からGoogle Scholarへアクセスして論文を検索するとどう
なるのか見てみましょう。



一度学内からアクセスした後
学外からアクセス



一度学内からアクセスした後
学外からアクセス



一度学内からアクセスした後
学外からアクセス



一度学内からアクセスした後
学外からアクセス

「Download PDF」をクリックすると、
論文をダウンロードすることができます。



学内ネットワーク上でGoogle Scholarへアクセスする際に、Google

アカウントにログインしておくと、ご自身の所属機関とGoogleア

カウントが紐づけされます。

その後Googleアカウントにログインした状態でGoogle Scholarへア

クセスすると、どの端末からでも図書館が購読している電子

ジャーナルなどにアクセスできるようになります。

Google CASAを用いたリモートアクセス



一度学内ネットワーク上でGoogle Scholarへアクセスして、

30日間が有効期間となっています。

Google CASAを用いたリモートアクセス





「利用案内」をクリックします。



「よくある質問」をクリックします。



「学外からの接続について」をクリックします。



「SSL-VPN接続」をクリックします。



お使いの端末に合わせてマニュアルを参照してください。



最後に本日お話した内容をまとめているページをご紹介します。





「使う・知る」をクリックします。



「学外から電子ジャーナルを利用」
をクリックします。



こちらのページに今回説明したリモートアクセス
の方法を記載しています。



ご清聴ありがとうございました。


